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中
大
紛
争

　

駿
河
台
校
舎
の
中
庭
に
あ
っ
た
旧
学
生
会
館
は
、一
九
五
五（
昭

和
三
十
）
年
の
夏
に
取
り
壊
さ
れ
る
ま
で
、
約
六
年
の
間
、
消
費

生
活
協
同
組
合
や
学
生
サ
ー
ク
ル
活
動
の
中
心
的
な
場
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
全
国
の
大
学
で
学
生
会
館
の
建
設
が
あ
い
つ
ぐ
中
、

本
学
で
も
再
び
学
生
会
館
を
望
む
声
は
大
き
か
っ
た
。
六
二
年
四

月
、
八
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
学
生
会
館
・
通
信
教
育

部
・
経
理
研
究
所
を
含
む
小
川
町
校
舎
建
築
が
決
定
さ
れ
、
校
舎

建
築
委
員
会
が
発
足
し
た
。

　

学
生
自
治
会
は
こ
の
委
員
会
に
学
生
代
表
の
出
席
や
単
独
の

学
生
会
館
と
し
て
の
建
築
を
求
め
、
六
三
年
十
一
月
に
は
評
議
員

会
に
乱
入
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
理
事
会
に

よ
っ
て
学
生
代
表
の
傍
聴
と
発
言
権
が
認
め
ら
れ
た
学
生
会
館
建

築
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。

　

同
委
員
会
で
は
学
生
側
の
要
望
を
検
討
、
サ
ー
ク
ル
室
を
は
じ

め
、
集
会
室
、
読
書
室
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
食
堂
、
売
店
、
診
療
所
か

ら
な
る
約
二
、二
〇
〇
坪
（
地
下
一
階
・
地
上
六
階
建
て
）
の
学

生
会
館
建
築
計
画
を
決
定
し
、
六
五
年
五
月
二
十
六
日
に
起
工
式

が
行
わ
れ
、
翌
年
六
月
三
十
日
に
完
成
し
た
。

　

し
か
し
、
会
館
建
築
中
か
ら
管
理
運
営
の
基
本
方
針
を
ど
の
よ

う
に
決
定
す
る
の
か
を
め
ぐ
っ
て
法
人
・
教
授
会
・
学
生
の
間
で

事
態
が
紛
糾
し
て
い
た
。
特
に
学
生
側
は
、
教
授
会
と
学
生
間
の

定
期
懇
談
会
の
討
議
・
決
定
が
一
定
の
拘
束
力
を
持
ち
う
る
よ

う
な
「
管
理
運
営
準
備
会
」
の
設
置
を
要
求
し
、
六
五
年
十
二
月

十
一
日
に
は
五
学
部
長
と
の
大
衆
公
開
団
交
を
求
め
、
翌
日
駿
河

台
校
舎
の
完
全
封
鎖
・
ス
ト
ラ
イ
キ
突
入
と
な
っ
た
。

　

こ
の
事
態
は
、
学
生
側
の
要
求
す
る
準
備
会
設
置
に
関
す
る
五

項
目
を
大
学
・
学
生
間
で
確
認
す
る
こ
と
で
収
拾
さ
れ
た
が
、
学

生
の
処
分
撤
回
闘
争
や
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
な
か
っ
た
夜
間

部
自
治
会
と
参
加
団
体
の
間
の
調
整
が
難
航
し
、
準
備
会
開
催
の

見
込
み
は
立
ち
が
た
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
会
館
完
成
翌
日
に
は
、
学
生
側
に
よ
っ
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学
生
会
館
（
小
川
町
校
舎
）

て
強
行
入
館
が
な
さ
れ
、
そ
の
際
の
退
学
を
含
む
処
分
決
定
は
学

生
を
強
く
刺
激
・
硬
化
さ
せ
、
再
び
ス
ト
ラ
イ
キ
突
入
も
辞
さ
な

い
方
向
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

　

学
生
側
は
単
独
管
理
・
職
員
人
事
拒
否
権
・
運
営
予
算
の
定
率

方
式
に
よ
る
補
助
と
い
う
三
点
の
討
議
を
要
求
し
、
大
学
側
も
こ

の
方
向
で
準
備
会
開
催
を
合
意
し
、
六
六
年
十
一
月
に
第
一
回
準

備
会
が
開
催
さ
れ
た
。
学
生
側
は
学
生
会
館
の
単
独
自
主
管
理
方

式
を
強
硬
に
要
求
、

一
方
で
ス
ト
権
を
確

立
す
る
と
と
も
に
全

学
中
央
闘
争
委
員
会

を
設
置
し
、
十
二
月

八
日
に
は
創
立
以
来

初
め
て
の
バ
リ
ケ
ー

ド
に
よ
る
全
学
封
鎖

を
行
っ
た
。

　

こ
の
封
鎖
が
解
か

れ
た
の
は
暮
れ
も
押

し
詰
ま
っ
た
二
十
五

日
の
こ
と
で
、
学

生
の
単
独
自
主
管
理
が
合
意
さ
れ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
六
七
年

一
月
二
十
八
日
、
よ
う
や
く
入
館
式
が
学
生
・
教
職
員
・
理
事

一
、五
〇
〇
人
が
参
加
し
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。

　

こ
の
学
生
に
よ
る
学
生
会
館
の
運
営
は
中
大
方
式
と
し
て
全
国

的
に
注
目
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
学
費
値
上
げ
や
大
学

改
革
問
題
を
は
じ
め
、
学
外
の
政
治
問
題
を
も
含
め
て
全
国
で
大

学
紛
争
が
激
化
す
る
中
、
開
館
以
来
警
察
に
よ
る
立
ち
入
り
捜
索

も
再
三
に
わ
た
っ
た
。

　

六
九
年
四
月
に
は
不
法
監
禁
・
傷
害
な
ど
の
容
疑
で
八
度
目
の

捜
索
を
受
け
た
直
後
、
大
学
当
局
は
会
館
を
全
面
閉
鎖
し
、
学

生
の
使
用
を
禁
止
し
た
。
七
月
に
至
っ
て
閉
鎖
は
解
か
れ
た
も
の

の
、
八
月
十
七
日
に
は
正
常
な
管
理
運
営
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と

の
判
断
で
再
び
封
鎖
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
翌
年
九
月
に
地
下
売
店

部
分
の
み
封
鎖
が
解
除
さ
れ
、
生
協
が
約
一
年
半
ぶ
り
に
会
館
内

に
復
帰
し
て
営
業
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
生
会
館
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
は
再
び
開
か
れ
る
こ

と
な
く
、
多
摩
移
転
と
と
も
に
売
却
さ
れ
、
学
生
に
よ
る
単
独
自

主
管
理
を
通
じ
て
学
生
自
治
の
中
大
方
式
を
全
国
に
示
し
た
歴
史

を
閉
じ
た
の
だ
っ
た
。

学生会館前のデモ


